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１ 交 通 機 関 の 割 引 制 度

（１）ＪＲ運賃の割引
割引のお申し出の際は、身体障害者手帳もしくは療育手帳（旅客鉄道

株式会社旅客運賃減額欄に第１種又は第２種の記載があるもの）が必要

となります。

対 象 割引乗車券類 割引率 備考

普通乗車券

第１種障がい者とその介護者 回数乗車券 ５０％

普通急行券

第１種障がい者とその介護者 定期乗車券

又は１２歳未満の障がい者と （小児定期 ５０％

その介護者 乗車券を

除く。）

第１種、第２種障がい者が単 片道の営業キロ

独でご利用になる場合 普通乗車券 ５０％ が１００キロを

超える場合

◆ お問合せ先

各旅客鉄道の窓口

ＪＲ東日本お問い合わせセンター

ＴＥＬ ０５０－２０１６－１６００

（ご案内時間６：００～２４：００）
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（２）国内線航空旅客運賃の割引
◆ 対象範囲

搭乗時の年齢が１２歳以上で、次の手帳をお持ちのかたが、国内線を

利用（予約）する際、手帳を航空券購入窓口に提示すると、割引を受け

ることができる場合があります。

手 帳 の 内 容 割引対象者

・身体障害者手帳

・療育手帳 本人および同行する

・戦傷病者手帳 介護者（※）

・精神障害者保健福祉手帳

※介護者とは、航空会社が介護能力があると認める満１２歳以上のかた

で、割引の対象は１名のみです。

◆ 割引率

航空会社により異なります。各航空会社までお問い合せください。

◆ お問合せ先

日本航空株式会社

ＪＡＬプライオリティ・ゲストセンター

９：００～１７：００（年中無休）

ＴＥＬ ０１２０－７４７－７０７

有料ダイヤル ０３－５４６０－３７８３

※ＩＰ電話（一部）海外からの国際電話などの場合にご利用ください。

耳や言葉の不自由なお客様のための予約・案内サービス

９：００～１８：００（年中無休）

ＦＡＸ ０１２０－７４７－６０６

（お好きな用紙にご記入の上、お送りください。）

ＪＡＬｗｅｂサイト（https://www.jal.co.jp/jalpri/）から、

メールでお問い合わせいただけます。

全日本空輸株式会社

ＡＮＡおからだの不自由な方の相談デスク

9：００～１７：００（年中無休）

ＴＥＬ ０１２０－０２９－３７７

ＴＥＬ ０５７０－０２９－３７７（携帯電話）
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（３）有料道路通行料金の割引（事前に登録手続が必要です。）
◆ 対象範囲

○身体障害者手帳をお持ちのかたが運転する場合

○第１種身体障がい者又は療育手帳Ａをお持ちのかたが乗車し、本人以外の

かたが運転する場合

※原則として障がい者本人又は本人の親族等（対象範囲あり）が所有する

もの。障がいのあるかた１人につき１台に限ります。ただし、自動車を

保有されていない又は事前登録された自動車がやむを得ず使用できない

場合等を考慮し、自動車を事前登録されない場合でも、要件を満たす自

動車は割引の対象となります。

◆ 対象車種 （自家用自動車のみ対象となります。）

○乗用自動車（乗車定員１０人以下のもの）

○貨物自動車（後部座席が設置され、乗車定員が４人以上１０人以下のもの

のうち、乗車設備と荷台に仕切りがないもの、又は乗車設備と荷台が仕切

られた最大積載量が５００kg以下のもの）

○特種用途自動車（乗車定員が１０人以下の「車いす移動車」、「身体障害

者輸送車」、又は「キャンピング車」）

○二輪自動車（総排気量が１２５ccを超えるもの）

※車種要件等により、登録できない自動車があります。

（事業用自動車、乗合タクシー、デマンドタクシー、軽トラック等）

◆ 割引率

通常料金の約５０％（通常料金を半額にした際に、端数が生じる場合は、

お支払い額を１０円単位で切り上げます。）

◆ 割引を受けるための申請（登録）

事前に障がい福祉課、西部、北部、南部（御野場のみ）、河辺、雄和市民

サービスセンターで登録が必要です。

◆ 手続き

①ＥＴＣを利用しない場合

前もって申請（有料道路障害者割引申請書兼ＥＴＣ利用申請書）し、所定

の手続き（手帳に、自動車ナンバーおよび割引有効期限を記載したシールを

貼付）を受けてください。

※自動車を事前登録されない場合は、「自動車登録なし」とシールに記載

されます。

②ＥＴＣを利用する場合

①の手続きに加え、「有料道路障害者割引申請書兼ＥＴＣ利用申請証明

書」の発行を受け、ＥＴＣ利用申請の手続きを行ってください。①と同一の

申請書で、使用するＥＴＣカード、ＥＴＣ車載器を登録していただきます。
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◆ 手続きに必要なもの

①身体障害者手帳又は療育手帳

②登録を希望する自動車の自動車検査証（車検証）

③割賦契約書又はリース契約書（車が割賦購入又は長期リース車両の場合）

④ＥＴＣカード又はＥＴＣパーソナルカード（原則として障がいのあるかた

本人名義のもの）

⑤ＥＴＣ車載器の「ＥＴＣ車載器セットアップ申込書・証明書」等

⑥運転免許証（障がいのあるかた本人が運転する場合のみ）

※④、⑤はＥＴＣを利用する場合のみ

※新規の場合①～⑥（自動車を登録しない場合は①・⑥）、変更の場合①～

⑤（自動車を登録しない場合は①）、更新の場合①～③（自動車を登録し

ない場合は①）が必要です。

※オンラインによる申請

各種申請（新規・変更・更新）手続きが、ＥＴＣ利用申請者を対象にオン

ラインで申請できます。

オンライン申請受付サイト https://www.expressway-discount.jp

◆ ご利用方法

①ＥＴＣを利用しない場合

有料道路を手帳に記載された自動車で通行し、料金を支払う際に手帳を呈

示して、料金所係員の確認を受けたうえで、所定の料金をお支払いください。

②ＥＴＣを利用する場合

「有料道路障害者割引申請書兼ＥＴＣ利用申請書」で登録したＥＴＣカー

ド、ＥＴＣ車載器、自動車で通行してください。なお、ＥＴＣレーンが点検

等により使用できない場合は、ＥＴＣカードと通行券と手帳を料金所係員に

呈示してください。手帳の呈示がない場合は、割引となりませんので、必ず

手帳を携帯するようにしてください。

③事前に登録されていない自動車で利用する場合

ＥＴＣ登録の有無に関わらず、料金所の係員に手帳を呈示してご利用くだ

さい。ＥＴＣ専用レーンやスマートインターチェンジは利用できません。

※【①、②、③共通】出口で料金精算機を利用する場合は、手帳をご準備い

ただき、料金精算機に設置している「係員呼び出しレバー」を下げ、イン

ターホンによる係員の説明にそって通行料金の精算をしてください。

※ＥＴＣでのご利用が可能となる日（書面にて通知する日）より前に有料道

路を利用する場合は、出口料金所で係員のいるブースで手帳を呈示し、割

引を受けてください。出口をＥＴＣで走行した場合は、障がい者割引が適

用されませんので、ご注意ください。
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◆ お問合せ先

申請等に関するお問合せ

障がい福祉課 ＴＥＬ ８８８－５６６３ ＦＡＸ ８８８－５６６４

e-mail ro-wfsc@city.akita.lg.jp

制度に関するお問合せ

東日本高速道路株式会社（ＮＥＸＣＯ東日本）お客さまセンター

ＴＥＬ ０５７０－０２４－０２４ （２４時間年中無休）

（ＩＰ電話からのお問い合せは０３－５３０８－２４２４）

ホームページ https://www.driveplaza.com/

（４）バス運賃の割引
バスを降りる際に手帳を提示することにより、運賃が割引となります。

≪身体障害者手帳、療育手帳をお持ちのかた≫

第１種身体障害児 １２歳未満の第２種 １２歳以上の第２種

（者）又は療育手 身体障害児又は療育 身体障害児（者）

帳Ａをお持ちのか 手帳Ｂをお持ちのか 又は療育手帳Ｂを

た た お持ちのかた

割引対象者 本人および介護者 本人および介護者 本 人

市内路線バス 割引率：５０％

≪精神障害者保健福祉手帳をお持ちのかた≫

精神障害者保健福祉手帳

割引対象者 本 人

市内路線バス 割引率：５０％

◆ お問合せ先

高速バスや定期券等の割引については、各バス会社までお問合せください。

（５）福祉特別乗車証（バス券） ＜身体障害者手帳、療育手帳＞
秋田市に居住するバス利用が可能な在宅のかたは、申請により福祉特別

乗車証の交付を受けることができます。

福祉特別乗車証の交付を受けられたかたは、手帳による割引との併用で

秋田市内路線バス（秋田中央交通、マイタウン・バス）に限り、無料でバ

スに乗車することができます。ただし、秋田市以外へバスで移動した場合

は、秋田市以外の区域のみ半額負担となります。

中心市街地循環バス（ぐるる）では福祉特別乗車証（バス券）の使用は

できません。
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◆ 必要書類

○身体障害者手帳又は療育手帳

○個人番号（マイナンバー）のわかるもの

※代理人の場合は、代理人の本人確認書類（運転免許証等）

※福祉特別乗車証は原則として再交付できませんので、ご注意ください。

◆ 介護者の助成

介護者もバス運賃の割引対象となるかたのうち、バスで通学、通所、通

院しているかたで、一週間あたり３日以上介護者が付き添っている場合に

限り、別途申請により介護者の運賃も助成の対象になります。

申請にあたっては、通学又は通所先からの証明、通院の場合については

領収書等による証明が必要になりますので詳しくはお問合せください。

◆ お問合せ先

障がい福祉課 ＴＥＬ ８８８－５６６３ ＦＡＸ ８８８－５６６４

e-mail ro-wfsc@city.akita.lg.jp

（６）福祉特別乗車証（バス券） ＜精神障害者保健福祉手帳＞
秋田市に住所があり、通院や通所にバスを利用する在宅のかた（生活保

護を受けているかたは除きます。）は、申請により福祉特別乗車証の交付

を受けることができます。

通院や通所のために利用する時に限り、手帳と福祉特別乗車証を提示す

ることで、秋田市内の路線バス（秋田中央交通、マイタウン・バス）の運

賃が無料になります。ただし、秋田市以外へバスで移動した場合は、秋田

市以外の区間は５０％割引となります。

◆ 必要書類

○精神障害者保健福祉手帳

◆ お問合せ先

健康管理課 ＴＥＬ ８８３－１１８０ ＦＡＸ ８８３－１１５８

e-mail ro-hlhm@city.akita.lg.jp

（７）タクシー運賃の割引
身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちのかたが

秋田県ハイヤー協会加入のタクシーに乗車したときに手帳を提示すること

で、運賃が１割引になります。

◆ お問合せ先

各タクシー会社
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（８）身体障がい者（通院用）タクシー利用券
秋田市に居住する在宅のかた（生活保護を受給しているかたは除きま

す。）で、次の身体障害者手帳をお持ちのかたは、申請により利用券の交

付を受けることができます。

◆ 対象者

内部機能障害１級

肢体不自由の下肢又は体幹機能障害１～３級

視覚障害１～３級

◆ 交付枚数 ※申請月によって交付枚数が変わります。

一般交付 ひと月あたり４枚（年間４８枚を上限とします。）

追加交付 じん臓機能障害１級で、人工透析のためタクシーで通院して

いるかたは、別途申請により、ひと月当たり１２枚の追加交

付が受けられます。

◆ 助成額

１回の乗車につき１枚の使用により、身体障害者手帳による割引（１割

引）後の運賃から５８０円が割引されます。

※秋田市内のタクシー普通車の初乗り運賃の区間内（１キロまで５８０円）

で降車された場合、身体障害者手帳の掲示による割引と利用券を使用する

ことにより、自己負担はありません。

なお、この場合、お釣りはでませんので、ご了承ください。

※タクシー利用券は、秋田市内での通院（自宅と医療機関との間で乗降車

する区間）以外にはご利用できません。

また、譲渡や紛失等による再交付はできませんのでご注意ください。

◆ 必要書類

○身体障害者手帳

○個人番号（マイナンバー）を確認できるもの

※代理人の場合は、代理人の本人確認書類（運転免許証等）

◆ お問合せ先

障がい福祉課

ＴＥＬ ８８８－５６６３

ＦＡＸ ８８８－５６６４

e-mail ro-wfsc@city.akita.lg.jp
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２ Ｎ Ｔ Ｔ 無 料 番 号 案 内

ＮＴＴ無料番号案内（ふれあい案内）
目や耳、上肢等の不自由なかた、知的障がいや精神障がい、聴覚障がい、

音声機能、言語機能又はそしゃく機能の障がいのあるかたなど、電話帳の

利用が困難なかたには無料でＮＴＴ１０４電話案内をご案内します。

※ご利用には事前に登録が必要です。

◆ 対象者

○身体障害者手帳をお持ちで、下記のいずれかに該当するかた

・視覚障がいの１級～６級

・上肢、体幹、乳幼児期以前の非進行性の脳病変による運動機能障がい

の１級、２級

・聴覚障がいの２級、３級、４級、６級

・音声機能、言語機能又はそしゃく機能障がいの３級、４級

○戦傷病者手帳をお持ちで、下記のいずれかに該当するかた

・視力障がい：特別項症～第６項症

・上肢障がい：特別項症～第２項症

・聴覚障がい：第２項症、第４項症

・音声機能、言語機能又はそしゃく機能障がい：第１項症、第２項症、

第４項症

○精神障害者保健福祉手帳をお持ちのかた

○療育手帳をお持ちのかた

◆ 必要書類

○申込書

○身体障害者手帳、戦傷病者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療育手帳の

コピー

◆ 登録のお申し込み・お問合せ先（フリーダイヤル）

受付時間 午前９時～午後５時（月曜～金曜）

※土曜、日曜、祝日および年末年始（１２／２９～１／３）は休業

ＴＥＬ ０１２０－１０４１７４

ＦＡＸ ０１２０－１０４１３４

※ＦＡＸによるお問合せの注意事項

・ＦＡＸで申込書、障害者手帳等を送付いただいても受付できません。

誤って送付された場合は、破棄します。

・返信はＦＡＸで行いますので、ＦＡＸを受信できるかたのみとします。
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◆ ＮＴＴ無料番号案内（ふれあい案内）のご利用方法

ＮＴＴ１０４番をご利用される際は、最初に「ふれあい案内」とお申し

出いただき、お届けいただいている登録番号と、暗証番号をオペレーター

に告げてください。

オペレーターはお申し出内容を確認のうえ、無料でご案内いたします。

公衆電話からも同様です。

３ ＪＲで地域活動支援センターへ通う際の助成

交通費の助成
秋田市地域活動支援センターにＪＲで通う際の交通費を助成します。

※福祉特別乗車証（バス券）を利用される方は対象となりません。

◆ お問合せ先

健康管理課 ＴＥＬ ８８３－１１８０ ＦＡＸ ８８３－１１５８

e-mail ro-hlhm@city.akita.lg.jp

４ 点 字 文 書 の 郵 送

点字郵便
点字郵便物を郵送する場合、３㎏までは無料となっています。

点字ゆうパックは、点字料金の適用となりますが、サイズにより料金が

異なります。

◆ 手続き

封筒に「点字用郵便」と書き、一部を切って中身が確認できるかたちで

ポストに投函してください。

外装に「点字ゆうパック」と書き、中身が確認できるかたちで差出して

ください。

◆ お問合せ先

秋田中央郵便局 ＴＥＬ ０５７０－００８－１５７

ホームページ https://www.post.japanpost.jp/

５ 携 帯 電 話 料 金

◆ 対象者

身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちのかた

◆ 割引内容

携帯電話会社により異なります。詳しくは各社にお問合せください。
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６ Ｎ Ｈ Ｋ 放 送 受 信 料

ＮＨＫ放送受信料の免除

◆ 免除基準内容 （令和２年５月８日施行）

全額免除

適 用 条 件

市町村民税 身体障害者手帳をお持ちのかたがいる世帯で、かつ、世帯構

非課税 成員全員が市町村民税非課税の場合

身体障害者

市町村民税 所得税法又は地方税法に規定する障害者のうち、福祉相談セ

非課税 ンター、児童相談所、精神保健福祉センター又は精神保健指

知的障害者 定医により知的障害者と判定されたかたがいる世帯で、かつ

世帯構成員全員が市町村民税非課税の場合

市町村民税 精神障害者保健福祉手帳をお持ちのかたがいる世帯で、かつ

非課税 世帯構成員全員が市町村民税非課税の場合

精神障害者

半額免除

適 用 条 件

視覚・聴覚 視覚障害又は聴覚障害により、身体障害者手帳をお持ちのか

障害者 たが、世帯主で受信契約者の場合

重度の 身体障害者手帳をお持ちで、等級が重度（１級又は２級）の

身体障害者 かたが、世帯主で受信契約者の場合

所得税法又は地方税法に規定する特別障害者のうち、福祉相

重度の 談センター、児童相談所、精神保健福祉センター又は精神保

知的障害者 健指定医により重度の知的障害者と判定されたかたが、世帯

主で受信契約者の場合

重度の 精神障害者保健福祉手帳をお持ちで、等級が重度（１級）の

精神障害者 かたが、世帯主で受信契約者の場合
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◆ 必要書類等

○申請書、同意書

（ＮＨＫ、障がい福祉課、健康管理課の窓口に備え付けております。）

○身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳

○印鑑（認印で可）

※ＮＨＫの窓口で申請手続きをする場合、上記に加え、次の２つが必要に

なります。

○住民票（１通）

全額免除申請の場合は、世帯構成員全員が記載された住民票の写し

半額免除申請の場合は、世帯主の住民票の写し（世帯主名がわかるもの）

○世帯構成員全員の市町村民税の非課税がわかる証明書（所得・課税証明

書等） 半額免除申請の場合は不要です。

※障がい福祉課又は健康管理課で申請手続きをされる場合、申請書に証明

をもらってから、ＮＨＫに申請書を提出してください。

◆ お問合せ先

ＮＨＫふれあいセンター

ナビダイヤル ０５７０－０７７－０７７

午前９時～午後６時（土・日・祝日も受付）

ＩＰ電話等のお客様でナビダイヤルがご利用になれない場合は、

ＴＥＬ ０５０－３７８６－５００３

障がい福祉課（身体･知的障がい者）

ＴＥＬ ８８８－５６６３

ＦＡＸ ８８８－５６６４

e-mail ro-wfsc@city.akita.lg.jp

健康管理課（精神障がい者）

ＴＥＬ ８８３－１１８０

ＦＡＸ ８８３－１１５８

e-mail ro-hlhm@city.akita.lg.jp


